
NO 質問事項 回答 備考

1

仕様書に記載の「想定実車総走行距離

約6,000km」について、「実車走行距

離」とは、旅客が乗車している区間の

走行距離を指すものでしょうか。それ

とも回送・迎車に係る走行距離を含む

ものでしょうか。

「想定実車走行距離」について

は、利用者を乗せて運行する区間

の想定距離として算定しておりま

す。回送・迎車の走行距離につい

ては含んでおりません。

仕様書９

2

仕様書に記載の「想定実車総走行距離

約6,000km」について、回送・迎車を

含まない場合、燃料費及び車両維持費

の積算に用いるべき総走行距離（回送

等を含む実走行距離）の想定値をお示

しいただけますでしょうか。

運行車両の本拠地によって異なり

ますが、回送等を含んだ走行距離

については、実車走行距離の約２

倍の12,000km程度を想定しており

ます。

仕様書９

3

予約状況により、実際の運行回数が想

定運行回数を継続的に上回った場合、

委託料の変更協議の対象となりますで

しょうか。または、1 日あたりの運行

回数に上限を設ける等の取扱いを予定

されていますでしょうか。

想定運行回数を継続的に上回った

場合について、委託料の変更協議

することは可能です。

また、予約があった場合は原則と

して運行することとし、１日あたり

の運行回数に上限を設けることは

予定しておりません。

仕様書９

仕様書10(1)(2)

4

契約期間中に鹿児島県の地域別最低賃

金の改定が行われた場合、これは「賃

金に著しい変動を生じた」場合とし

て、委託料の変更協議の対象事由に含

まれるとの理解でよろしいでしょう

か。

最低賃金の改定のみをもって直ち

に委託料を変更するものではない

ものと考えておりますが、燃料費

の高騰等、著しい変動が生じてい

ると認められる場合については、

協議することは可能です。

仕様書10(5)

5

運行車両は、道路運送法上、自家用自

動車として登録された車両である必要

があるとの理解でよろしいでしょう

か。また、現に事業用自動車として登

録されている車両についても笠利地区

同様に本業務に充てることは可能で

しょうか。

本業務で使用する運航車両につい

ては、自家用自動車に限らず、事

業用車両についても使用可能で

す。

仕様書７①

6

自家用有償運送に使用できる車両は11

人未満の普通自動車であれば、使用す

る車両の定員の制限はないのでしょう

か。

定員の制限はございません。 仕様書７①

質問回答書



7
使用承諾書の様式及び記載内容をお示

しいただけますでしょうか。

関係書類に追加しておりますの

で、ご確認ください。

仕様書７①

8

本業務の運行に支障のない範囲におい

て、運行車両を受託者の他の業務に使

用することは可能でしょうか。

本業務に支障がない範囲で、他業

務への使用は可能です。

仕様書７①

9

代替車両について、本業務専用として

常時確保する必要がありますでしょう

か。それとも、必要が生じた際に受託

者が保有する他の車両（乗車定員が同

等以上のもの）を充当する体制で差し

支えないでしょうか。タクシー車輌運

用の可否について

必要時に使用できる代替車両を充

当する体制で差し支えありませ

ん。

なお、事業用車両の使用も構いま

せん。

仕様書７③

10

任意保険について、市が求める補償内

容の最低水準（対人・対物・搭乗者傷

害の各補償額）をご教示ください。ま

た、運行主体である奄美市において別

途付保される保険の有無についてもご

教示ください。

補償内容は、対人については無制

限とし、対物及び搭乗者傷害につ

いての補償内容は任意で構いませ

ん。

なお、本市が別途保険に加入する

予定はございません。

仕様書10(4)

11

「事務所内に予約受付ができる体制を

確保すること」について、本業務専用

の設備及び要員を配置する必要があり

ますでしょうか。それとも、受託者の

既存の事務所において、他の業務と兼

務する体制により予約受付を行うこと

でも差し支えないでしょうか。

既存の事務所や職員との兼務でも

構いません。

仕様書８①(4)

12

運転乗務員について、受託者又はその

関係会社の他の業務に従事する者が兼

務することは可能でしょうか。可能な

場合、労働時間及び拘束時間は、他業

務分を通算して管理するとの理解でよ

ろしいでしょうか。

他業務従事者等での兼務について

も差し支えありません。

なお、兼務する場合についても、

本業務に必要な人件費として見積

額に計上して差し支えありません。

仕様書８②(1)

13

（１）運行車両2 台について、常時2 台

を同時に稼働させる必要がありますで

しょうか。それとも、予約状況に応じ

て1 台のみで運行する日又は時間帯が

あっても差し支えないでしょうか。

予約状況にもよりますが、基本的

には1台の稼働で対応できるものと

想定しております。ただし、予約

人数に応じて、必要な場合には2台

で運行できる体制を確保していた

だくことを想定しております。

仕様書７①



14

（２）運行車両2台について、常時2台

を同時に稼働させる必要がありますで

しょうか。

1台で運行するとなると、次の運行に間

に合わないところもあります。

（例）県病院に11:20到着、イオン

11:30発

真名津バス停～県病院前までの所要時

間は2分では足りません。

もし、1台で運行可能というのであれば

今後、時間を調整することは可能で

しょうか？

基本的に、１台での運行が可能と

なるよう想定し時間設定を行って

おります。

ただし、実際の利用状況等により

１台での運行が困難な時間帯が生

じる場合については、必要に応じ

て運行時間を調整することは可能

です。

仕様書７①

15

予約状況に応じて1台のみで運行する日

又は時間帯があっても差し支えないで

しょうか。

差し支えありません。 仕様書７①

16

1回の予約で受けることのできる人数

は、使用する車両の定員によります。

予約人数が1台の車両の定員を超えた場

合、2台で運行する（続行便として運行

する）ことになるのでしょうか？それ

とも、予約をお断りしてもよろしいで

しょうか。

予約人数が１台の車両の定員を超

える場合は、原則として２台での

運行を想定しております。

仕様書７①

17

運行日は年始を除く毎日である一方、

予約の受付は土日祝日を除くこととさ

れています。土曜日・日曜日・祝日及

びその翌開庁日の便に係る予約は、い

つまでに受け付けるものとお考えで

しょうか。

土日祝日等の利用については、原

則として直前の平日の17時までに

予約を受け付けることを想定して

おります。

仕様書６①

仕様書８(1)

18

予約の変更及びキャンセルは出発時刻

の2 時間前までとされていますが、別

紙2 の往路第1 便（山田団地7:40 発）

のように、当該時刻が受付時間（9 時

～17 時）外となる便については、どの

ように取り扱うべきでしょうか。

変更・キャンセル期限が受付時間

外となる便については、直前の受

付日の17時までに連絡いただくこ

とを想定しております。

仕様書８(1)①、

③

仕様書別紙２

19

当日キャンセルの場合、キャンセル料

をいただいてもいいのでしょうか。

キャンセル料を徴収することは想

定しておりません。ただし、予約時

刻の２時間以内のキャンセルにつ

いては、通常の運行料金を徴取す

ることを想定しています。

仕様書８(1)①、

③

仕様書別紙２



20

予約時間にお客様がいらっしゃらない

場合の待ち時間はどの位でしょうか？

そのような事態が生じた場合につ

いては、５分程度を目安に待機や

利用者へ連絡するなどの対応をい

ただくことになるかと考えており

ます。それでも連絡が取れない場

合については、キャンセルの取扱

いになるものと考えております。

仕様書８(1)①、

③

仕様書別紙２

21

原則、前日（休日を挟む場合は前々

日）予約ですが、運行が予定されてい

る時間の当日予約の受付は可能でしょ

うか？

業務に支障のない範囲で、対応が

可能であれば当日予約を受け付け

ても差し支えありません。

仕様書８(1)①、

③

仕様書別紙２

22

予約が1 件もない便については運行を

要しないとの理解でよろしいでしょう

か。また、その場合は仕様書10（１）

ただし書きにいう委託料の減額の対象

とはならないとの理解でよろしいで

しょうか。

お見込みのとおりです。 仕様書６②

仕様書10(1)

23

令和9 年度以降の運行についても実施

予定とされていますが、その際の契約

方式（再度の公募型プロポーザルによ

るか、受託者との随意契約によるか）

についてのお考えをご教示ください。

令和9年度以降については、今回の

受託者との随意契約を想定してお

りますが、利用状況や運行実績等

を踏まえ検討することとしておりま

す。

実施要領２

仕様書３


